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精神薄弱教育における生活単元学習の
授業分析に関する事例研究






































いが平行線をたどる,③ 1つの授業であっても教師の手立て i教材 ･場面 ･子供の反応,
他,様々な要素が複雑に絡み合っているため,各教師の視点や問題意識の違いにより情報
過多となり収拾がつかなくなる,などの短所がある｡また,そのような状況の中では,柳

















の7により,各教科 (生活 ･国語 ･算






















(3) 授 業 者
教諭7名 (主教師3名)0
(4) 対 象 児













第 1次 :グリ･グラと一緒に踊 ったり歌ったりして楽 しく遊ぼ う (1時間)0
第 2次 :人形劇を見たり,海や島をつ くって遊ぼう (6時間)0
第3次 :ス トー リーに沿 って遊ぼう (2時間,本時 2/2,45分)0
(8)登場人物




時間 学習活動の流れ 主教師の働きかけ 児童の活動 留 意 点
5分 挨拶 .歌 グリ.グラが登場するo 見る活動が中心o教師の示範を見るo 大きくはっきり
10分5 場面 1 'グリ.グラが浜辺で遊んで 動くo
人形劇を見るo場面2 いるのを見せるo海の歌 歌うよう促す _瓶 手紙を見せるo犬泳ぎ する 自分から舞台に出てきた児童は,一緒に活動させるo泳ぎの手本を見
海ぼうずから泳ぎを クラゲ泳ぎ卑するよう促すo 泳ぎの練習をする○ せるo
教わり,真珠島へ渡るo場面3_ イルカ泳ぎをするよう促すo真顔探しをするよう促す○ 泳いで島まで渡るo真珠探しをする.o灯台に真珠を入れ 動かない児童への声かけや介助をするo活発に泳いだ児童を賞賛し,全員の前で泳いでみせ よう促すoトンネルくぐり
島で真珠探しをするo 全員で頑張り,真珠を探し や真珠採りが1
灯台に真珠を入れるo たので灯が戻ったことを告 人で出来な

















































A 学 習 説 明 各場面の進行を確認させるキめの状況説明,またその補足説明やつぶ
やきo ｢これから～をするよ｣｢～だよ｣｢～があるよ｣などo
B 発 問 児童-の質問や,状況の確認を促すための問いかけo ｢これは何 ?ー｣
C 教 材 .教 具 教材 .教具の提示oまた,それについての説明o｢～だよ｣｢～に使
の 提 示 うんだよ｣などo
D 示 範 例示的な援助行動,モデリングによる教授活動o海ぼうずによる泳ぎ
(犬泳ぎ.クラゲ泳ぎ.イルカ泳ぎ)などo
E 共 同 動 作 A:全員で同一の動作活動を促す教授活動o
B:授業者が特定の児童に同一の動作活動を行うよう促す教授活動o_
F 演技による間接的アプ ローチ 授業者同志の演技,.またその会話による教授活動o
G 介 助 児童の学習活動参加を促すための身体的 .直接的援助による教授活動o
座位姿勢の支え.移動の際の介助などO.
H 指 示 児童主体の学習行動を促すための声かけ.指名 .誘いかけによる教授
活動o｢○○ちゃん,～やって｣ ｢みんなで～やろうよ｣などo
Ⅰ 行 動 抑 制 児童の学習課題からの逸脱および不適切行動-の注意や直接身体を用
いた阻止による教授活動o
∫ 作 . 莱 教材 ..教具の受け渡し,実際にそれらを操作させることで授業に関わ
りを持たせる教授活動o
K 受容 .励 ま し 児童の発言や行動に対する受容 .共感の態度また声かけo ｢そうそう,
いいよ｣ ｢がんばれ｣などo
L 評 価 .賞 賛 児童の発言 .態度 .行動の結果についてのコメントや行動o ｢頑張つ
たね｣,拍手,頑を撫でるなどo
M 観 察 .沈 索 授業者が教授活動を中断し,児童の行動を容認また観察することo











C 不 明 ･VTRからの判定が不可能であるo


























































児童の自発的な活動を促すためにス トー リー (お話し)の状況を理解させることに気を配
出 .=^=_事
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すなわち指名された数人の児童が前に出てきて泳ぎを披露する場面への注目度は,犬泳ぎ




















































































































































































































られている｡ しかし,大野 (1992)が ｢分析方法の研究はまだ充分ではない｣と述べるの
が現状であろう｡ 今後,この知見を踏まえ,さらに分析方法自体の検討が必要である｡ま
た,山内 ･木村 他 (1994)が,授業は年間指導計画という長期展望の中で行われている
ことから,継続時にそれをとらえなければならないと指摘している｡ 生活単元学習という
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